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平
成
23
年
４
月
５
日
、
輝
北
地

区
の
５
つ
の
小
学
校
（
百
引
小
、

平
南
小
、
市
成
小
、
高
尾
小
、
休

校
中
の
岳
野
小
）
が
統
合
さ
れ
、

児
童
数
１
６
４
人
の
「
鹿
屋
市
立

輝
北
小
学
校
」が
、ま
た
、百
引
中
、

市
成
中
の
２
つ
の
中
学
校
が
統
合

さ
れ
、
生
徒
数
１
０
２
人
の
「
鹿

屋
市
立
輝
北
中
学
校
」
が
新
た
に

開
校
し
ま
し
た
。

校
歌

　

小
中
学
校
と
も
に
、
作
詞
を
宮

下
昭
廣
鹿
屋
市
教
育
長
が
、
作
曲

を
鹿
児
島
国
際
大
学
国
際
文
化
学

部
音
楽
学
科
教
授
の
久
保
禎
氏

（
花
岡
町
在
住
）
が
担
当
。

　

二
人
は
、
子
ど
も
た
ち
や
地
域

に
末
永
く
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る

よ
う
に
と
、
輝
北
地
区
を
何
度
も

訪
れ
、
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
に
あ
っ

た
校
歌
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

輝
北
小
学
校
の
紹
介

●
場
所

　

輝
北
町
上
百
引
３
１
８
６
番
地

　
（
旧
百
引
小
学
校
）

　

☎
０
９
９
‐
４
８
６
‐
０
０
０
５

●
校
章

　

上
部
の
五
つ
星
は
統
合
し
た
五

つ
の
小
学
校
を
象
徴
す
る
と
同
時

に
、「
輝
」
を
表
し
、
周
辺
の
環

は
「
北
」
を
図
案
化
し
た
も
の
で

あ
り
、「
小
」
を
「
北
」
の
環
の

中
心
に
置
き
、
輝
北
地
域
の
住
民

に
育
ま
れ
支
え
ら
れ
る
学
校
で
あ

る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

●
校
訓

　
「
あ
か
る
く

　
　

か
し
こ
く　

た
く
ま
し
く
」

●
施
設
整
備

　

校
舎
の
新
増
築
、
体
育
館
耐
震

補
強
工
事
、
校
庭
フ
ェ
ン
ス
設
置

工
事
、
プ
ー
ル
防
水
塗
装
工
事
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

輝
北
中
学
校
の
紹
介

●
場
所

　

輝
北
町
市
成
２
４
１
２
番
地
１

　
（
旧
市
成
中
学
校
）

　

☎
０
９
９
‐
４
８
５
‐
１
０
０
４

●
校
章

　

三
本
の
ペ
ン
は
「
知
・
徳
・
体
」

を
表
し
、
中
の
円
は
輝
北
中
の

「
北
」
を
表
し
て
い
ま
す
。

●
校
訓

　
「
友
愛　

健
康　

努
力
」

●
施
設
設
備

　

校
舎
屋
根
瓦
及
び
壁
全
面
塗

装
、
体
育
館
耐
震
補
強
工
事
、
校

庭
フ
ェ
ン
ス
設
置
工
事
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
設
置
や
武
道
場
を
新
設

し
ま
し
た
。

新
た
な
歴
史
の
ス
タ
ー
ト

輝
北
小
学
校
校
歌

一　

輝
北
の
空
に　
　
　

ふ
り
そ
そ
ぐ

　
　

希
望
の
星
を　
　
　

仰
ぎ
見
て

　
　

輝
く
瞳　
　
　
　
　

き
ら
き
ら
と

　
　

夢
を
は
ぐ
く
む　
　

学
び
や
は

　
　

光
あ
ふ
れ
る　
　
　

輝
北
小
学
校

二　

高
隈
山
に　
　
　
　

こ
だ
ま
す
る

　
　

小
鳥
の
歌
も　
　
　

か
ろ
や
か
に

　
　

歓
び
の
声　
　
　
　

高
だ
か
と

　
　

力
み
な
ぎ
る　
　
　

学
び
や
は

　
　

未
来
に
羽
ば
た
く　

輝
北
小
学
校

三　

緑
の
里
に　
　
　
　

萌
え
出
る

　
　

若
葉
の
香
り　
　
　

満
ち
満
ち
て

　
　

清
新
の
意
気　
　
　

は
つ
ら
つ
と

　
　

誇
り
も
高
き　
　
　

学
び
や
は

　
　

歴
史
を
き
ざ
む　
　

輝
北
小
学
校

輝
北
中
学
校
校
歌

一　

登
見
の
丘
の　
　
　

霧
は
れ
て

　
　

友
愛
の
花　
　
　
　

麗
し
く

　
　

青
春
の
汗　
　
　
　

輝
か
ん

　
　

融
和
の
絆　
　
　
　

深
め
つ
つ

　
　

睦
み
し
我
ら　
　
　

輝
北
中
学
校

二　

星
降
る
里
の　
　
　

水
清
く

　
　

健
康
の
意
気　
　
　

揚
々
と

　
　

理
想
も
高
く　
　
　

羽
ば
た
か
ん

　
　

希
望
の
光　
　
　
　

仰
ぎ
つ
つ

　
　

鍛
え
し
我
ら　
　
　

輝
北
中
学
校

三　

山
高
隈
の　
　
　
　

雄
々
し
さ
に

　
　

不
屈
の
努
力　
　
　

揺
る
ぎ
な
く

　
　

向
学
の
志
気　
　
　

高
鳴
ら
ん

　
　

平
和
の
礎　
　
　
　

築
き
つ
つ

　
　

学
び
し
我
ら　
　
　

輝
北
中
学
校

部活動が充実
　百引中学校では、部員が９人だったため、レギュラーとして試合に出場する
ことが当然でした。
　現在、輝北中学校となり部員が増えて、必ずしもレギュラーではなくなり、
ポジション争いも行われ、統合のおかげで活気のある練習ができるようになり
ました。
　部員の一部は、スクールバスで通学するため、朝の練習時間等がとれませんが、
紅白戦等を行うなど、部員がいるからこそできる質の高い練
習で補っています。
　市成中学校との統合は、最初は、不安な部分もありました
が、大好きな部活動がたくさんの仲間とできるので、本当に
よかったと思っています。

i n t e r v i e w

岩城　駿 くん
（旧百引中出身）

輝北中学校３年
野球部キャプテン

開校開校　～それぞれの伝統を引き継ぎ新たな歴史のスタート～　～それぞれの伝統を引き継ぎ新たな歴史のスタート～開校　～それぞれの伝統を引き継ぎ新たな歴史のスタート～
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輝
北
小
学
校
・
輝
北
中
学
校
誕
生
ま
で
の
取
組

輝
北
小
学
校
・
輝
北
中
学
校
誕
生
ま
で
の
取
組

　

鹿
屋
市
で
は
、
児
童
生
徒
数
の

減
少
に
よ
る
学
校
の
小
規
模
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
学
校
教
育
は
、

学
校
・
学
年
・
学
級
・
委
員
会
活

動
・
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
の
集
団
活

動
を
通
し
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
教
育
委
員
会
で
は
、
望
ま
し

い
学
習
集
団
の
形
成
が
重
要
と
考

え
、
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
を

目
指
し
て
、
学
校
再
編
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

輝
北
地
区
で
は
、
平
成
20
年
か

ら
懇
話
会
を
設
置
す
る
な
ど
学
校

再
編
に
つ
い
て
協
議
し
て
き
ま
し

た
。「
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
良
い

環
境
で
学
ば
せ
て
あ
げ
た
い
」
と

の
思
い
か
ら
、
保
護
者
、
学
校
関

係
者
、
地
域
住
民
、
教
育
委
員
会

が
協
働
し
て
検
討
を
重
ね
、
輝
北

小
学
校
・
輝
北
中
学
校
と
し
て
統

合
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

輝
北
地
区
の
学
校
再
編
を
行
う

に
あ
た
り
、
地
区
懇
話
会
・
統
合

推
進
委
員
会
を
は
じ
め
、
６
つ
の

専
門
部
会
で
役
員
を
務
め
て
い
た

だ
い
た
皆
様
、
そ
の
他
様
々
な
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　輝北小学校・輝北中学校への通学手段として、通学距離がおお
むね小学校で４㎞以上、中学校で６㎞以上の遠距離通学となる児
童生徒を対象に、スクールバスを運行しています。
　運行ルートは、小学校３ルート、中学校２ルートで、それぞれ
登校時に１回、下校時に２回の運行を行っています。
　中学校では、部活動等にも対応するため、土・日・祝日や夏休
み等の長期休業中にも運行します。
　また、子どもたちの通学時の安全確保のために、スクールバス
の運行に地域や学校が一体となって取り組んでいます。

輝北小学校・輝北中学校
誕生までの歩み

　

ま
た
、
今
回
閉
校
と
な
っ
た
学

校
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
市

役
所
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
こ
と

と
考
え
、
地
域
の
浮
揚
に
つ
な
が

る
よ
う
に
、
検
討
を
重
ね
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
な
お
、
利
用
方
法

が
決
定
す
る
ま
で
の
間
は
、
教
育

委
員
会
が
管
理
し
、
地
域
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
の
学
校
の
イ
メ
ー
ジ

を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
努

め
て
行
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
教
育
総
務
課

　

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
３
６

　輝北小学校４年生の鎌田陽
はるや

也く
んは、「スクールバスを利用して
の通学は、他の学年とも一緒に通
学できるし、みんなでお話しなが
ら通学できるのですごく楽しいで
す」と話してくれました。

スクールバスを運行しています

輝
北
小
学
校
・
輝
北
中
学
校
誕
生
ま
で
の
取
組

▲市成・名主段線

▲諏訪原・楢久保線

平成20年１月

４月

６月

８月

９月

10月

21年12月

23年３月

４月

 輝北地区懇話会設置

輝北地区住民説明会開催

 「輝北地区学校規模適正化（学校再

編）実施計画書」策定

 輝北地区学校統合推進委員会設置

 鹿屋市立学校設置条例の一部改正

輝北地区学校統合推進委員会専門

部会設置（６部会）

輝北小学校・輝北中学校の名称決定輝北小学校・輝北中学校の名称決定

５小学校、２中学校で閉校式５小学校、２中学校で閉校式

輝北小学校・輝北中学校開校式輝北小学校・輝北中学校開校式

▲輝北小学校新校舎
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ありがとう

▲ ３月 12 日・13 日、各小中学校で、閉校を記念して、閉校
記念碑除幕式が行われました。（写真：百引小学校）　 　３月、閉校する各小中学校では、閉校式

や最後の卒業式が行われました。
　在校生のみならず、地域住民や歴代の卒
業生などが、母校との別れを惜しむととも
に、子どもたちの輝北小学校、輝北中学校
での活躍を願いました。

▲ 閉校式に参加した歴代の卒業生たちが記念碑の前
でともに母校の閉校を惜しみました。
　（写真：市成中学校）

▲  閉校式で、校旗を市教育委員
会に返納し閉校を宣言しま
した。
　（写真：高尾小学校）

 最後の卒業生として卒業証書

▲

をしっかりと受け取りました。
　（写真：市成小学校）

▲ 閉校式には多くの人が参加しました。参加者全員で母校の校歌を
斉唱しました。（写真：平南小学校）

▲ 卒業証書を手に閉校記念碑の前で、最後の卒業生が
全員で記念撮影を行いました。（写真：百引中学校）

開校開校　～それぞれの伝統を引き継ぎ新たな歴史のスタート～　～それぞれの伝統を引き継ぎ新たな歴史のスタート～開校　～それぞれの伝統を引き継ぎ新たな歴史のスタート～

百引中　市成中
百引小　市成小
平南小　高尾小
岳野小
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保
護
者
の
病
気
な
ど
の
た
め
に
、
緊
急
・
一
時
的
に
子
ど
も
の
保
育

が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
、
昼
間
の
み
子
ど
も
を
預
か
り
、
保
育

し
ま
す
。

●
対
象
児
童

　

保
護
者
の
病
気
や
出
産
、
事
故

等
で
、
緊
急
・
一
時
的
に
保
育
が

で
き
な
く
な
っ
た
児
童
が
対
象
で

す
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
育
児
等
に
よ

る
負
担
解
消
な
ど
の
私
的
な
理
由

で
も
利
用
で
き
ま
す
。

●
保
育
時
間
及
び
期
間

　

昼
間
の
み
の
利
用
で
、
そ
の
理

由
に
よ
り
必
要
と
な
る
期
間

●
利
用
方
法

　

希
望
す
る
保
育
園
に
直
接
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
下
記
以
外
の
保

育
園
で
も
、
自
主
的
に
一
時
預
か

り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

 

実
施
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
各
保

育
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

保
護
者
の
急
な
病
気
な
ど
で
緊

急
に
児
童
の
保
育
が
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
に
、
か
の
や
乳
児

院
又
は
大
隅
学
舎
で
一
定
期
間

子
ど
も
を
預
か
り
、
保
育
し
ま

す
。

●
対
象
児
童

　

保
護
者
の
病
気
や
仕
事
、
冠
婚

葬
祭
な
ど
で
、
緊
急
に
保
育
が
で

き
な
く
な
っ
た
児
童
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

●
実
施
場
所

◇
２
歳
未
満
の
児
童

　

か
の
や
乳
児
院
（
新
川
町
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

42 ｰ

２
５
３
１

◇
２
歳
以
上
の
児
童

　

大
隅
学
舎
（
西
原
２
丁
目
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

43 ｰ

６
２
２
９

●
時
間
及
び
期
間

　

24
時
間
体
制
で
、
原
則
１
週
間

ま
で
（
延
長
可
）

●
利
用
方
法

　

市
子
育
て
支
援
課
又
は
各
総
合

支
所
市
民
生
活
課
で
、
利
用
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 
利
用
児
童
の
保
険
証
の
写
し
が

必
要
で
す
。

２歳未満
の 児 童

２歳以上
の 児 童

市 民 税
非課税世帯

1,100 円 1,000 円

市 民 税
課 税 世 帯

5,350 円 2,750 円

●利用料金（１日あたり）

●実施園及び利用料金（おやつ代等、別途料金が必要になる場合があります）
保育所名 電話番号 時　間 利用料金

鹿
屋
地
区

松下保育園
（西原１丁目） 0994-42-2769 ８:00 ～ 18:00 ４時間以内＝ 1,000 円／日

超過１時間＝ 200 円

高隈保育園
（上高隈町） 0994-45-2039 ７:30 ～ 18:00

１日＝　０歳　：2,000 円
　　　１～２歳：1,600 円
　　　３歳以上：1,000 円

光華保育園
（花岡町） 0994-46-3764 ８:30 ～ 17:30

１時間＝　０歳　：350 円
　　　　１～２歳：300 円
　　　　　３歳　：250 円
　　　　４歳以上：200 円

わかば保育園
（寿４丁目） 0994-44-5234 ８:00 ～ 17:00 午前＝ 1,000 円

午後＝ 1,000 円

串
良
地
区

ひばり保育園
（串良町細山田） 0994-62-3377 ７:00 ～ 18:00

４時間以内＝ 1,000 円／日
４時間超＝ 2,000 円／日
※１歳３か月未満児の預かり時間
　８:30 ～ 17:30

洗心保育園
（串良町有里） 0994-63-9192 ７:30 ～ 18:30 半日＝ 1,000 円

１日＝ 2,000 円

ふたば保育園
（串良町下小原） 0994-63-2620 ７:10 ～ 18:40 ４時間以内＝ 1,000 円／日

超過１時間＝ 200 円

一
時
一
時

預
か
り

預
か
り

シ
ョ
ー

シ
ョ
ー

ト
ス
テ

ト
ス
テ

イイ

　

市
で
は
、
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
や
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

様
々
な
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
各
種
制
度
を
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

　

市
子
育
て
支
援
課
（
１
階
⑰
・
⑱
番
窓
口
）　

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
３
４

子
育
て
支
援
の
各
種
制
度
を

          　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い
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子
ど
も
の
医
療
に
要
し
た
費
用

の
う
ち
、
保
険
診
療
に
係
る
自
己

負
担
額
を
助
成
し
ま
す
。

　

出
生
又
は
転
入
時
に
、
子
育
て

支
援
課
又
は
各
総
合
支
所
市
民
生

活
課
で
受
給
者
の
登
録
が
必
要
で

す
。

　

小
学
校
在
学
中
の
児
童
に
つ
い

て
は
、
入
院
し
た
（
す
る
）
場
合

に
登
録
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

す
で
に
、
登
録
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
助
成
額

　

小
学
校
就
学
前

＝
入
院
・
外
来
共
に
全
額
助
成

　

小
学
校
在
学
中

　
　

＝
入
院
分
の
み
全
額
助
成

●
申
請
方
法 

　

健
康
保
険
証
、
受
給
資
格
者
証

を
提
示
し
、「
自
己
負
担
額
支
払

明
細
個
票
」
を
医
療
機
関
等
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 
「
自
己
負
担
額
支
払
明
細
個
票
」

は
、
各
医
療
機
関
等
の
窓
口
に

置
い
て
あ
り
ま
す
。

○ 

必
要
事
項
を
記
入
し
て
あ
る
も

中
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
に
か
か
る
医
療
費
の
う
ち
、

保
険
診
療
に
よ
る
自
己
負
担
分
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

子
ど
も

子
ど
も

手
当
手
当

子
ど
も

子
ど
も

医
療
費

医
療
費

助
成
金

助
成
金

中
学
校
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給

し
ま
す
。

平
成
23
年
９
月
ま
で
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
額
の
一
人
当
た
り

１
３
，
０
０
０
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も

　

０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で

　
（
０
歳
か
ら
15
歳
に
な
っ
た
後

　
　

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）

●
手
当
額

　

一
人
当
た
り
＝

　
　
　

月
額
１
３
，
０
０
０
円

●
申
請
手
続
き
の
必
要
な
人

①
出
生
な
ど
に
よ
り
、
新
た
に
養

育
す
る
子
ど
も
が
で
き
た
人

②
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
を
し
た

人 

※
公
務
員
は
、
勤
務
先
で
の
申
請

が
必
要
で
す
。

●
申
請
者

　

家
計
の
主
宰
者

　
（
生
計
を
維
持
し
て
い
る
人
）

●
必
要
書
類

　

申
請
者
本
人
の

　
　

預
金
通
帳
及
び
保
険
証

※
申
請
者
名
義
の
口
座
に
限
り
ま

す
。 

●
申
請
期
限

　

出
生
又
は
転
入
し
た
日
か
ら
15

日
以
内

支払日 支払対象月

６月６日
２月・３月・
４月・５月分  

10 月６日
６月・７月・
８月・９月分

●支払日

※
も
し
、
15
日
を
過
ぎ
る
と
受
給

で
き
な
い
月
が
発
生
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

●
申
請
受
付
窓
口

○
市
子
育
て
支
援
課

　

 （
１
階
⑱
番
窓
口
）

○
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

の
で
あ
れ
ば
コ
ピ
ー
の
提
出
も

可
能
で
す
。

○ 

助
成
金
の
振
込
は
、
受
診
月
の

２
か
月
後
の
月
末
に
な
り
ま

す
。受

診
か
ら
振
込
ま
で
の
流
れ

受診月 受診月の翌月 受診月の翌々月

○個票の提出

○受給資格者証の提示

○個票の審査・集計

○市町村へのデータ送付
支給額の決定

月　

末　

振　

込

医療機関等の窓口 県国保連合会 市

10日まで
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新しい検査方法が始まります

検診を受けて、安心を得ましょう！

検診

マンモグラフィ
検査

　従来の病院での乳がん

検診に「マンモグラフィ

検査」を追加します。

マンモグラフィ検査の特徴マンモグラフィ検査の特徴
○ 視触診だけでは見つけにくい小さなしこりや乳管の微細石灰化、しこりの
できないがんを見つけることができます。
○ 乳房を圧迫して痛みを伴う場合がありますが、乳腺の
組織内部を診断できます。

～病院での乳がん検診の変更点～
●検診内容＝ 問診、視触診にマンモグラフィ検査が追加

されます。
●検診料金＝ 1,700 円
※ 非課税世帯、生活保護世帯、後期高齢者医療保険加入
者は免除になります。

●集団検診日程
実施日 会　場
９月１日（木）

市保健相談センター
９月２日（金）
10月６日（木） 県民健康プラザ

健康増進センター10月７日（金）
●対象者
　40歳以上の市民
※ただし、次の人は受診できません。
○平成23年度中に肺がんＸ線検診を受診する人
○ペースメーカーを装着している人
○ 肺の病気を治療中・経過観察などで医師の管理
下にある人
○妊娠中の人
※過去に肺の病気になったことがある人は、医師
　に相談のうえ受診の予約をしてください。

●検診内容
　問診、胸部ＣＴ検査、必要に応じて喀

かくたん

痰検査
●検診料金
　2,700円
※検診料金の免除はありません。
●募集人数
　200人　※先着順
○次のとおり、人数を制限して実施します。

●募集開始
　５月23日（月）～
●募集方法
　電話でご予約ください。　※要予約

受診時間帯 定員
①  7：00～  8：00 10人
②  8：00～10：00 20人
③10：00～12：00 20人

　市では、平成 23 年度から、肺がんの早期発見に
有効とされる低線量ＣＴによる「肺がんＣＴ検診」
を実施し、病院での乳がん検診に早期のがん発見
が可能な「マンモグラフィ検査」を追加します。
【問い合わせ・応募先】
　市健康増進課　☎ 0994-41-2110

肺がんＣＴ検診の特徴肺がんＣＴ検診の特徴
○ 肺全体の断面を隅々まで検査するため、心臓や横隔膜に
隠れた見つけにくいがんや小さながんを発見できます。
○ 肺結核や喫煙に関連した肺気腫などの慢性呼吸疾患の診
断もできます。
○ 肺がんＸ線検診より被ばく線量が多くなりますが、胃が
ん検診のバリウムによるＸ線検査と同じくらいの被ばく
線量です。

▲

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
機
器

肺がん
ＣＴ検診

　従来の「肺がん検診」を

「肺がんＸ線検診」と名称

を変更し、新たに「肺がん

ＣＴ検診」を導入します。

肺がんＣＴ検診の受診者を募集します肺がんＣＴ検診の受診者を募集します

▲肺がんCT検診車

▲

車
内
の
肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
査
装
置



KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS9

　保健師と一緒に、家族、グループ
で健康や様々な場面での対処方法に
関する学習をします。　
　学習では、健康に関する目標を設
定し達成までの支援を行います。

　身体活動は、楽しく気分が良くなっ
てストレス解消に効果があります。
　ウォーキングなど脂肪を燃やして、
日常生活に楽しく運動を取り入れる
方法を一緒に見つけましょう。

　食事のバランスが偏っていたり、
食べ方が不規則であると、健康を損
ないます。何をどれくらい食べたら
いいのか、バランスのよい食事内容、
量を具体的に学習します。

健康家族応援事業

　市国民健康保険に加入している皆さんの健康づくりを目的に「健康家族応援事業」を実

施します。家族又はグループで運動教室や栄養教室に参加してみませんか？

　参加者一人ひとりに合わせて、市の専門家（保健師、管理栄養士、健康運動指導士）が栄養

処方や運動処方などのメニューを作成し、数か月間にわたってアドバイスを行います。

　一人では、なかなか続かない運動なども、グループや家族で続けると長続きします。

　最近、「体力がない」「太ってしまって、なかなか痩せない」「寝つきが悪い」などの体

に関する不安を感じている人はいませんか？

　健康な体をつくるために、ぜひ、この機会に参加してみましょう。

【問い合わせ】　市健康保険課　☎ 0994-31-1162

運動 保健栄養

●対象者
　 市国民健康保険に加入している人で、次のいずれ
かに該当する人
　○小学生又は中学生を含む家族
　○２人以上のグループ
●場所
　市保健相談センター
●主な内容
　栄養、運動、保健による学習

●参加料
　無料
●定員
　10組（定員になり次第締め切り）
●応募方法
　直接来所又は電話でご応募ください。
●応募期間
　5月23日（月）～6月17日（金）
※詳しくは、お問い合わせください。

の参加者を募集しますの参加者を募集します
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　鹿屋市の国民健康保険事業特別会計は、医療費の増加や保険税の収納率低下などにより、収支不足が生じ基金の
取崩しや法定外繰入金により財政収支の均衡を図ってきましたが、今後も医療費は増加していくことが推測されま
す。
　このようなことを踏まえて、国保加入者の皆さんが安心して医療を受け、健やかに暮らせる環境を維持・確保して
いくため、「鹿屋市国民健康保険事業財政健全化基本方針」を策定しました。
　ここでは、基本方針の一部をご紹介します。なお、全容については、市ホームページ（http://www.e-kanoya.net/
htmbox/kokuho/zk_hosin/all.pdf）をご覧ください。

【問い合わせ】 市健康保険課　☎0994-31-1162

「鹿屋市国民健康保険事業「鹿屋市国民健康保険事業
　　　　　　財政健全化基本方針」を策定　　　　　　財政健全化基本方針」を策定

●保険税（負担）の見直し
　基本方針に基づいて、国民健康保険税率を改正しました。保険税率等の改正に当
たっては、厳しい地域経済や雇用情勢等を勘案し

　　収支不足が見込まれる約６億円のうち約２億円の解消を目指します。

●基本方針の体系

課税項目説明
○所得割＝世帯のうち国保加入者全
員の前年中の所得から基礎控除額
を差引いた額に率を乗じます。
○資産割＝世帯のうち国保加入者が
所有する土地、家屋の固定資産税
額（都市計画税を除く）に率を乗じ
ます。
○均等割＝世帯のうち国保加入者全
員に課税される一人当たりの金額

○平等割＝国保加入世帯に課税され
る一世帯当たりの金額

平成22年度
（改正前）

区分 所得割 資産割 均等割 平等割
医療分   5.84% 31.00% 16,700円 16,900円

後期高齢支援分   2.76%   8.20%   7,500円   7,100円
介護分   1.56%   8.00%   6,400円   5,200円
合計 10.16% 47.20% 30,600円 29,200円

平成23年度
（改正後）

区分 所得割 資産割 均等割 平等割
医療分   7.10% 22.50% 22,900円 20,600円

後期高齢支援分   2.74%   8.51%   8,300円   7,500円
介護分   1.46%   4.98%   6,500円   4,100円
合計 11.30% 35.99% 37,700円 32,200円

国民健康保険事業はお互いを支え助けあう制度です。
市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

〈保険税率表〉

高齢化などにより増加する医療費の伸びを緩和します。
・特定健康診査や人間ドック受診助成
・ジェネリック医薬品の使用促進など

景気の低迷などにより年々低下している収納率の向上
に努めます。
・「鹿屋市納税お知らせセンター」の運用強化
・口座振替加入のさらなる促進など

税率改正の検討や歳出の抑制を進めます。
・収支不足への対応（平成 23年度は税率改正で対応）

国
民
健
康
保
険
事
業

　
　
　
　

財
政
の
健
全
化

医療費の適正化

保険税の
　収納率向上対策

保険税の見直し

寄附者の皆様、
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寄附者の皆様、寄附者の皆様、
　本当にありがとうございました
　ふるさと納税とは、新たに税を納めるものではなく、「ふるさとを応援
したい」「ふるさとに貢献したい」という一人ひとりの思いを、ふるさと
への「寄附金」という形で応援していただく制度です。
　ふるさと納税により寄附をしていただく場合、所得税については２千
円、住民税については５千円を超える金額について、一定の控除を受け
ることができます。
　ふるさと納税制度には、鹿屋市へ直接申込を行う「ふるさと鹿屋応援
寄附金」と、県内市町村と県が一体となって募集を行う「かごしま応援
寄附金」があります。「かごしま応援寄附金」に寄附された場合、寄附金
額の６割が市町村に配分されます。

　

平
成
22
年
度
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
通

し
て
寄
附
を
い
た
だ
い
た
皆
様
は
、
市
に
直
接

申
し
込
ま
れ
た
44
人
と
、
県
（
か
ご
し
ま
応
援

寄
附
金
）
を
通
じ
て
申
し
込
ま
れ
た
21
人
の
計

65
人
で
、
約
５
４
０
万
円
の
貴
重
な
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
に
つ
い
て
は
、
個
性
豊

か
で
魅
力
あ
る
拠
点
性
の
高
い
都
市
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め
、
現
在
、
大
切
に
管
理
・
運
用

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
鹿
屋
に
す
る

た
め
、「
元
気
な
か
の
や
」
づ
く
り
に
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
か
ら
の
ご

賛
同
と
応
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

使途事業 寄附者数 寄附額
①地域の資源を生かした
　「地域経済活性化事業」 13 人 817,600 円

②健康・福祉の充実による
　「すこやか ･あんしん事業」 ６人 209,000 円

③教育・文化・スポーツの振興による
　「人材育成事業」 10 人 561,000 円

④豊かな自然を次代に引き継ぐ
　「環境保全事業」 ６人 143,000 円

◆指定なし
　（いずれかの事業に活用します） 30 人 3,430,400 円

県（かごしま応援寄附金）均等割分 － 238,362 円

合　計（平成 22 年度） 65 人 5,399,362 円

平成 20 ～ 22 年度総合計  215 人 15,574,003 円

●平成 22年度事業ごとの寄附状況

 【問い合わせ】
　≪鹿屋市≫
　　◎市企画調整課（制度全般）　☎0994-31-1125　◎市税務課（寄附申込）　☎0994-31-1112
　　◎ふるさと・かのや応援サイト　http://www.e-kanoya.net/htmbox/kikaku/furusatonouzei.html
　≪かごしま応援寄附金募集推進協議会≫
　　◎県財政課財産活用対策室　☎099-286-2169
　　◎県ホームページ　http://www.pref.kagoshima.jp/hurusatonouzei/index.html
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　４月８日、鹿屋商工会議所で中
小企業の合同入社式が行われ、今
年は、旅行業や食品製造業など市
内27事業所から56人の新入社員
が出席しました。式では、坪水徳
郎鹿屋商工会議所会頭が「チャレ
ンジ精神を忘れず頑張ってくださ
い」と激励。また、新入社員を代
表して赤塚洸介さんが「今日の気
持ちを忘れずに努力を続けます」
と決意の言葉を述べました。

　４月19日、市役所
で、東日本大震災に伴
う義援金の寄贈式が行
われました。
　市では、３月14日、
本庁、各総合支所、
各出張所で義援金の
受付を開始しました。
市役所を訪れる来庁者の皆さんや個人、団体、企業の
皆さんの温かいご協力により４月11日までの29日間で
17,932,990円もの義援金が集まりました。
　このうち、大隅半島４市５町で復興支援に取り組ん
でいる岩手県大船渡市に6,000,000円を寄贈し、残りの
11,932,990円は社会福祉協議会を通して、日本赤十字
社から被災者の元へ届けられます。
　市では、引き続き義援金箱を同箇所に設置して、東
日本大震災の被災者への支援活動を行っていきますの
で、市民の皆さんの更なるご協力をよろしくお願いし
ます。

がんばろう日本 !!がんばろう日本 !!
被災地の早急な復興を願う被災地の早急な復興を願う

　４月20日、市営鳴之尾牧場で入牧式が行われ、生後
６か月～12か月齢の子牛が緑豊かな牧草地に放牧され
ました。
　標高約480m～550ｍにある総面積70.9haの鳴之尾
牧場は、昨年、口蹄疫の影響で春の入牧を中止。今年
は、市外からの子牛を含む50頭を受け入れました。
　同牧場に放たれた子牛は、起伏に富んだ傾斜地で足
腰が鍛えられ、自家育成牛に比べ乳量や出産回数が増
え、耐用年数も１年以上長くなります。放牧期間は１
年～１年半ほどで、受精卵移植や人工授精で受胎後、
分娩の２～３か月前に各酪農家に里帰りします。

ばらの開花を宣言ばらの開花を宣言
～かのやばら祭り2011春～～かのやばら祭り2011春～

　４月26日、かのやばら園で、「ばらの開花宣
言」が行われました。
　当日は、南部幼稚園の園児による歌などが披露
されたあと、ばらの開花を宣言。最後に、くす玉
を割って開花を祝いました。
　今年のばらは、天候の影響などで例年より10
日ほど遅い開花。６月下旬まで楽しむことができ
ますが、５月中旬ごろが一番の見ごろとなりそう
です。なお、「かのやばら祭り2011春」は６月
５日まで開催されており、期間中は哀川翔トーク
ショーなど多くのイベント等も行われます。

中小企業合同入社式中小企業合同入社式
27事業所、56人が出席27事業所、56人が出席

KANOYA鹿屋
子牛 50頭が元気に入牧子牛 50頭が元気に入牧
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※　　　  は市旗です。市全体の話題の場合に表記しています。

平和の誓い新たに

　４月９日、今坂町の小塚公園で、「旧鹿屋航空基地特別攻撃隊戦没者追悼
式」が行われ、全国各地から遺族や元隊員など約400人が参列しました。
　この追悼式は、国内最大級だった旧海軍鹿屋航空基地から特別攻撃隊とし
て出撃していった16歳から35歳の隊員908人の御霊を慰めようと行われて
いるもので、今年で54回目。式典では、参列者全員で国歌を斉唱した後、
特別攻撃作戦などで戦死した御霊に黙祷を捧げました。
　嶋田市長は「隊員の無念を想う時、深い悲しみが込み上げ、ご遺族の長年
の幾多の労苦と心情を思うと胸が痛む。恒久平和の実現に努力することを誓
う」と式辞を述べました。その後、桜の花が舞う下で、参列者による献花に
続いて遺書朗読、生存者による「同期の桜」の合唱が行われ、戦没者の冥福
を祈り、不戦と恒久平和の誓いを新たにしました。

　３月26日、串良町の大隅グリー
ンロードで、土地改良施設ボラン
ティア活動が行われました。
　このボランティア活動は、今年
で９回目で、串良地域の建設業者
18社と地域住民など約60人が参
加。当日は、心地よい春の日差し
が差し込む中で、建設業者は除草
伐採を、地域住民はごみや空き缶
拾いなどを行い、さわやかな汗を
流していました。

　４月21日、鹿屋ライオンズク
ラブが市内全小学校28校に、地
球温暖化防止対策に役立ててほし
いとニガウリの苗やプランター、
ネットを昨年に引き続き贈呈しま
した。苗は、鹿屋農業高校生物工
学科の生徒が育成。鹿屋小学校で
行われた贈呈式では、同クラブ会
長が「エアコンの使用を抑え教室
を涼しくしてほしい」とあいさつ
し、児童たちに手渡しました。

　４月11日、市役所で「在宅高齢
者用踏み台贈呈式」が行われ、鹿
屋建具木工組合から市に踏み台40
台が寄贈されました。
　これは、同組合が足腰の弱い高
齢者に、玄関や台所などでの転倒
防止に役立ててもらおうと、４月
10日の建具の日に合わせて、毎年
行われているもの。今年が11年目
で、これまで448台の踏み台が寄
贈されています。

自然のカーテン自然のカーテン
市内全小学校に贈呈市内全小学校に贈呈

高齢者のために高齢者のために
踏み台寄贈踏み台寄贈

KANOYA鹿屋

KUSHIRA串良
地域をきれいに地域をきれいに
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　４月29日、輝北うわば公園で
「輝北・グリーンハイキング」が
開催されました。
　昨年は、口蹄疫の影響で中止さ
れたため、２年ぶりの開催。当日
は、市内外から160人が参加し、
４㎞と８㎞のコースを思い思いの
ペースで歩き、春のハイキングを
楽しんでいました。
　終了後は、地元特産品などが当
たる抽選会も行われました。

　４月３日、串良平和公園で
「2011くしら桜まつりジョギン
グ大会」が開催されました。
　今年は、東日本大震災を受け、
チャリティイベントとして開催さ
れた同大会には、４種目に875人
がエントリー。
　参加者は、さわやかな春の日差
しの下、沿道の声援を受けなが
ら、桜並木のトンネルを懸命に走
り抜け、健脚を競いました。

　４月５日、リナシティかのや前のイベント広場で、
恒例となっている「鹿屋体育大学新入生との交流会」
が開催されました。
　これは、体育大学の新入生に一日も早く地域に溶け
込んでもらおうと「地域づくり交流事業実行委員会」
が毎年行っているもので、今年で15回目。交流会で
は、小林正義会長が「早く鹿屋に慣れて、鹿屋の良さ
を全国に情報発信していただきたい」とあいさつを述
べました。また、かのやカンパチや鹿児島黒牛、黒豚
など、地元食材を使った料理が振る舞われ、参加した
新入生199人は鹿屋の味を堪能していました。

　４月21日、古江町の鹿屋港の沖合で、カサゴの稚魚
の放流が行われました。
　この放流は、生産の増大や採る漁業から作り育てる
漁業への移行などを目的に市と漁協が共同で行なった
もので、今年で８年目。放流が行われたのは、ふ化後
３か月で体長約40㎜の稚魚10,000尾。放流に参加し
た古江小学校の５・６年生11人が、「元気で大きく
育ってね」と声をかけながら放流すると、元気よく海
を泳いでいきました。
　カサゴの稚魚は、約２年で15㎝ほどに成長するそう
です。

　４月９日、輝北町上百引の輝北
運動場で「第23回加瀬田ヶ城旗争
奪ゲートボール大会」が開催され
ました。大会には、大隅半島全域
から49チーム約300人が参加。参
加者は親睦を図りながら、日ごろ
の練習の成果を競い合いました。
結果は次のとおり
【優勝】ラビットチーム（鹿屋市）
【２位】ひまわりチーム（志布志市）
【３位】佐多キングチーム（南大隅町）

鹿屋の食材を堪能鹿屋の食材を堪能
～鹿屋体育大学新入生との交流会～～鹿屋体育大学新入生との交流会～

KANOYA鹿屋カサゴの稚魚10,000尾放流カサゴの稚魚10,000尾放流

KUSHIRA串良満開の桜の中を満開の桜の中を
駆け抜ける駆け抜ける

輝北 KIHOKU雄大な景色の中を歩く雄大な景色の中を歩く輝北 KIHOKU日ごろの練習の日ごろの練習の
成果を競う成果を競う
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　東京都で行われる「第31回全国
少年柔道大会」に出場する光武館
の小学生５人が、３月28日、市役
所を表敬訪問しました。
　同チームは、３月に行われた県
予選で優勝し全国大会への出場権
を獲得。嶋田市長に「日本一に
なって鹿屋市をPRして帰ってき
てください」と激励された５人は
「優勝目指して頑張ります」と力
強く抱負を話してくれました。

　４月６日、入学式が行われた市
内の各小学校で「新入学児童ピッ
カピカ作戦」が行われました。
　これは、市内の新入学児童全員
に黄色い帽子、ワッペンなどを配
り、児童を交通事故から守ろうと
毎年行っているもの。
　西俣小学校では、地域の交通安
全指導員が新入学児童に「入学お
めでとう」と声をかけながら、交
通事故防止グッズを配りました。

　４月７日、輝北町諏訪原の財団
法人輝北町農業公社で、同社が実
施している研修事業の「第10期研
修生修了式」が行われました。
　式には、２年間の研修を終え
て、輝北地区で新規に就農する石
井幸生さんが出席。
　石井さんは「研修で学んだこと
を活かして、早く一人前の農家に
なりたい」と抱負を話してくれま
した。

　昨年の名古屋国際女子マラソンで優勝した加納由理
選手が所属する陸上競技クラブチーム「セカンドウィ
ンドアスリートクラブ」が４月13日から６日間、全日本
実業団女子駅伝に連続出場している「エディオン女子
陸上競技部」が７日間、また、「トライアスロン日本代
表チーム」が25日から16日間の日程で、市内で強化合
宿を行いました。
　産学官連携によるトップアスリートの合宿誘致は１
月に行われたプロ野球選手の自主トレに続いて２度
目。最先端の測定機器やスタッフを有する鹿屋体育大
学をメインに、測定や質の高い練習が行われました。

　３月に、薩摩川内市などで228チームが参加して行
われた「第37回県ちびっこソフトボール大会」で初
優勝を果たした田崎ソフトボールチームが、４月22
日、市役所を表敬訪問しました。「守りのチーム」と
自分たちで分析をする田崎チームは初戦から苦しい試
合の連続。投手戦となった決勝では、延長戦の末、東
谷山を１－０で下して、念願の初優勝をつかみ取りま
した。主将の松浦君が「みんなの応援があったからこ
そ優勝できた。本当に感謝しています」と喜びと感謝
の言葉を述べ、嶋田市長は「この経験を活かし、中学
校でも頑張ってください」と激励しました。

※　　　  は市旗です。市全体の話題の場合に表記しています。

KANOYA鹿屋小学生が柔道で小学生が柔道で
全国大会に出場全国大会に出場

新入学児童の
交通安全を願う

KANOYA鹿屋 田崎ソフトボール田崎ソフトボール
228チームの頂点に輝く228チームの頂点に輝く

輝北 KIHOKU農業研修生修了式農業研修生修了式

トップアスリートが鹿屋で合宿トップアスリートが鹿屋で合宿



　

日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土
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2011 5月
日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土
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12 13 14 15 16 17 18
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26 27 28 29 30

2011 6月

※ 試験の実施方法等の詳細については、市ホームページ及び今後発行する広報かのやでお知らせす
る予定です。

【問い合わせ】　市総務課（３階）　☎ 0994-31-1127

平成23年度職員採用試験（平成24年4月1日採用）の実施について
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（区分 A）

○ 平成 2年 4月 2日から平成 6年 4月 1日までに生まれた者
○ 1次試験の試験科目
　教養試験（高等学校卒業程度）、作文試験 区分 A、B あ
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○１次試験の試験科目
　教養試験（大学卒業程度）、作文試験

●試験日＝平成 23年 9月 18 日（日）
●募集職種及び受験資格等

「元気な鹿屋市づくり」のために
あなたの力を活かしてみませんか！！

16



　

（
10
月
下
旬
）

○
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア（
11
月
上

旬
）

○
フ
ィ
リ
ピ
ン（
２
月
中
旬
）

○
硫
黄
島（
調
整
中
）

●
応
募
期
限
＝
実
施
時
期
の
４
か

月
程
度
前

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

市
福
祉
政
策
課

　
（
１
階
⑲
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

２
１
１
１

　

内
線
３
１
３
２

鹿
屋
商
工
会
議
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

「
法
律
な
ん
で
も
相
談
」
を
開
催

●
日
時
＝
６
月
16
日（
木
）

　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
場
所
＝
鹿
屋
商
工
会
議
所
１
階

相
談
室

●
対
象
者
＝
市
内
の
事
業
所

●
内
容
＝
金
銭
貸
借
・
相
続
・
交

通
事
故
な
ど
法
律
に
関
す
る

相
談

●
弁
護
士
＝
松
山 

清
一
郎 

弁
護

士（
鹿
屋
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律

事
務
所
）

●
定
員
＝
５
人（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

●
相
談
料

務
官
、
入
国
警
備
官

●
受
験
資
格
＝
昭
和
46
年
４
月
２

日
〜
昭
和
57
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
人

●
受
付
期
間
＝
６
月
21
日（
火
）

〜
28
日（
火
）

●
一
次
選
考
＝
９
月
４
日（
日
）

●
受
験
案
内
等
の
請
求
方
法
＝

「
中
途
採
用
請
求
」と
朱
書
き

し
た
封
筒
に
、
１
４
０
円
分
の

切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封

筒（
角
型
２
号
、
あ
て
先
と
請

求
す
る
試
験
名
を
明
記
）を
同

封
し
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

〒
８
１
２ｰ

０
０
１
３

　

福
岡
市
博
多
区

　

博
多
駅
東
２ｰ

11ｰ

１

　

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課

　

☎
０
９
２ｰ

４
３
１ｰ

７
７
３
３

平
成　

年
度
慰
霊
巡
拝
の

参
加
者
を
募
集

●
対
象
者
＝
戦
没
者
の
妻
・
父
・

母
・
子
・
兄
弟
姉
妹

●
慰
霊
巡
拝
地
（
実
施
時
期
）

○
パ
ラ
オ（
９
月
上
旬
）

○
旧
ソ
連
沿
海
地
方（
９
月
下
旬
）

○
イ
ン
ド
ネ
シ
ア（
10
月
中
旬
）

○
ビ
ス
マ
ー
ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

　

鹿
屋
商
工
会
議
所
会
員

　
　
　
　
　
　

＝
１
，
０
０
０
円

　

非
会
員　
　

＝
３
，
０
０
０
円

●
応
募
方
法
＝
電
話
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

●
応
募
期
限
＝
６
月
13
日（
月
）

「
経
営
セ
ミ
ナ
ー
」
の
受
講
生
を

募
集

●
日
時
＝
６
月
16
日（
木
）

　

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

●
場
所
＝
鹿
屋
商
工
会
議
所
３
階

会
議
室

●
対
象
者
＝
経
営
者
や
そ
の
後
継

者
、
経
営
幹
部
の
人

●
内
容
＝
講
演

○
演
題
＝
事
業
を
守
り
、
生
き

残
っ
て
い
く
た
め
の
経
営
手

法
○
講
師
＝
水
野 

隆
行 

氏（
㈱
エ

イ
チ
・
エ
ー
エ
ル
代
表
取
締

役
）

●
定
員
＝
30
人（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

●
受
講
料

　

鹿
屋
商
工
会
議
所
会
員
＝
無
料

　

非
会
員　

＝
１
，
０
０
０
円

●
応
募
方
法
＝
電
話
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

●
応
募
期
限
＝
６
月
14
日（
火
）

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

鹿
屋
商
工
会
議
所

　

☎
０
９
９
４ｰ

42ｰ

３
１
３
５

市民とのパートナーシップ推進事業の企画案を募集します
　市では、市民の皆さんと「共生・協働地域社会」の実現に向けて、新たな公共サービスの担い手を発掘・
育成し、共生・協働で進めるまちづくりを推進していくために、市民活動の内容・規模に応じた公益事業の
企画案を募集します。

【問い合わせ・応募先】　市民活動推進課（5階）　☎ 0994-31-1147

平成
23年度

●期日　　
　5 月 28 日（土）
●時間　　
　式典　　　　  11：00 ～ 11：30
　各種イベント  10：30～
●場所
　市立図書館玄関前広場
●式典内容　
○とびだす大型絵本びらき
○感謝状の授与　など

　市立図書館は、今年で開館 30 周年を迎え、5月
28日（土）に市立図書館開館 30周年記念式典を開催
します。
　当日は、式典のほかどなたでも参加できるイベン
トを用意していますので、多くの皆さんのご参加を
お待ちしています。

【問い合わせ】市立図書館　☎ 0994-43-9380

 市立図書館開館30周年記念式典のお知らせ  市立図書館開館30周年記念式典のお知らせ  市立図書館開館30周年記念式典のお知らせ  市立図書館開館30周年記念式典のお知らせ 

●各種イベント　
○きみがチャンピオン！
　小学生を対象にいろんなゲームを行い、1位になっ
　た人をチャンピオンに認定。
○和とじで作るマイメモ帳
　本の綴り方の一つである和とじで自分のメモ帳作り
　を体験。
○書で遊ぼう！
　 書家の田貫独心先生による「書」のパフォーマンス！
○ブックリサイクル
　寄贈いただいた本を無料で提供する古本市。

●募集　
○市立図書館 30周年記念誌の寄稿文
○ 1980 年代の図書館を中心とした鹿屋市の街並みの
　写真
※詳しくは、お問い合わせください。
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情報掲示板

「
鹿
児
島
地
方
法
務
局
鹿
屋

支
局
市
民
講
座
」の
受
講
生

を
募
集

●
日
程
＝
８
月
を
除
く
６
月
〜
11

月
の
第
３
水
曜
日

※
全
５
回

●
時
間
＝
10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
鹿

屋
支
局

●
内
容
＝
不
動
産
登
記
制
度
、
戸

籍
・
成
年
後
見
制
度
、
人
権

擁
護
行
政

●
講
師
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
職

員
及
び
公
証
人

●
定
員
＝
24
人（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

●
応
募
方
法
＝
電
話
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
鹿
屋
支
局

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

６
７
９
０

串
良
商
業
高
等
学
校「
生
涯

学
習
県
民
大
学
講
座
」の
受

講
生
を
募
集

〜
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
講
座
〜

●
日
程
＝
６
月
７
日（
火
）〜
７
月

７
日（
木
）の
毎
週
火
・
木
曜

日
※
全
10
回
コ
ー
ス

●
時
間
＝
18
時
30
分
〜
20
時
30
分

●
場
所
＝
串
良
商
業
高
等
学
校
パ

職
業
訓
練
指
導
員
免
許
講

習
の
受
講
生
を
募
集

●
期
日
＝
８
月
２
日（
火
）
〜
５

日（
金
）、
９
日（
火
）、
10
日

（
水
）

※
全
６
回

●
時
間
＝
９
時
〜
17
時

●
場
所
＝
雇
用
能
力
開
発
機
構
鹿

児
島
セ
ン
タ
ー（
鹿
児
島
市
東

郡
元
町
）

●
主
な
受
講
資
格
＝
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

○
技
能
検
定
（
国
家
資
格
）
１
級
・

単
一
等
級
合
格
者

○
職
業
能
力
開
発
校
修
了
者
で
４

年
〜
10
年
の
実
務
経
験
者

○
学
校
教
育
法
に
よ
る
免
許
職

種
に
関
す
る
学
科
を
修
め
た

人
で
、
大
卒
者
２
年
、
短
大
・

高
専
卒
者
４
年
、
高
卒
者
７

年
の
実
務
経
験
が
あ
る
人

●
定
員
＝
30
人（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

●
受
講
料
＝
１
５
，
５
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
含
む

●
受
付
期
間
＝
５
月
30
日（
月
）

〜
６
月
10
日（
金
）　

※
必
着

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

　

県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

☎
０
９
９ｰ

２
２
６ｰ

３
２
４
０

ソ
コ
ン
室

●
対
象
者
＝
20
歳
以
上
の
人

●
内
容
＝
「
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

２
０
０
７
」の
基
礎
・
応
用
、

「
ム
ー
ビ
ー
メ
ー
カ
ー
」の
動

画
編
集

●
受
講
料
＝
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
１
，
０
０
０
円
が

必
要

●
定
員
＝
20
人（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

●
応
募
方
法
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
性
別
・

生
年
月
日
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
記
入
の
う
え
、
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限
＝
５
月
27
日（
金
）

※
必
着

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

〒
８
９
３ｰ

１
６
０
３

　

鹿
屋
市
串
良
町
岡
崎
２
４
９
６

番
地
１

　

串
良
商
業
高
等
学
校「
県
民
大

学
講
座
」係

　

☎
０
９
９
４ｰ
63ｰ
２
５
３
３

　「しつけ」と称して繰り返される虐待で、幼い命が奪われる痛ましい事件が後を絶ちま
せん。また、児童虐待の相談や育児不安による子育て相談も増加しています。
　「虐待では」と感じたときは相談してください。仮に虐待の事実が無くても相談者の秘
密は固く守られます。

【問い合わせ・相談先】　市子育て支援課（１階⑱番窓口）　☎ 0994-43-2111　内線 3186

オレンジリボン

「児童虐待」に気付いたら相談してください「児童虐待」に気付いたら相談してください

　 　殴る、蹴る、投げ落とす、
激しく揺さぶる、溺れさせる、
戸外に閉め出す　など

　 　登校・登園をさせない、病気になっても病
院に連れていかない、乳幼児を残したまま度々
外出する、食事を食べさせない、衣服など長
期間不衛生なままにしておく　など

　 　言葉で脅したり強迫したりする、無視をす
る、拒否的な態度をとる、子どもの自尊心が
傷つくようなことを繰り返し言う　など

 　 　子どもへの性交、性的暴力、
性行為の強要、子どもに性器
　 ・性交・ポルノビデオなどを
見せる　など

児童虐待防止のため
のシンボルマーク

adultadult
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放
送
大
学
　
月
入
学
生
を

募
集

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
に
よ
り
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん

で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を

楽
し
み
た
い
な
ど
の
目
的
で
幅
広

い
世
代
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

詳
し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
学
生
の
種
類

○
教
養
学
部

　

科
目
履
修
生
＝
６
か
月
間
在
学

し
、
希
望
科
目
を
履
修

　

選
科
履
修
生
＝
１
年
間
在
学

し
、
希
望
科
目
を
履
修

　

全
科
履
修
生
＝
４
年
以
上
在
学

し
、
卒
業
を
目
指
す

○
大
学
院

　

修
士
科
目
生
＝
６
か
月
間
在
学

し
、
希
望
科
目
を
履
修

　

修
士
選
科
生
＝
１
年
間
在
学

し
、
希
望
科
目
を
履
修

●
応
募
期
間
＝
６
月
１
日（
水
）

〜
８
月
31
日（
水
）

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９ｰ

２
３
９ｰ

３
８
１
１

家
畜
伝
染
病
防
疫
対
策
の

徹
底
を
お
願
い
し
ま
す

「
毎
月
29
日
は
消
毒
の
日
」

　

昨
年
４
月
20
日
、
宮
崎
県
に
お

い
て
口
蹄
疫
が
発
生
し
て
か
ら
、

１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
も
昨
年
11
月
末
か
ら
全
国

各
地
で
発
生
し
、
猛
威
を
振
る
っ

た
こ
と
か
ら
、
肝
属
２
市
４
町
と

管
内
の
畜
産
関
係
団
体
で
肝
属
地

区
家
畜
伝
染
病
防
疫
対
策
協
議
会

を
設
置
し
、
対
策
等
を
講
じ
て
い

ま
す
。

　

畜
産
農
家
並
び
に
市
民
の
皆
さ

ん
の
防
疫
意
識
の
高
揚
を
図
る
た

め
、
毎
月
29
日
を「
消
毒
の
日
」

と
定
め
ま
し
た
の
で
、
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
侵
入
を
阻
止
で
き
る

よ
う
防
疫
対
策
の
徹
底
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

肝
属
地
区
家
畜
伝
染
病
防
疫
対

策
協
議
会

　
（
市
畜
産
林
務
課
内
・
２
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
８

串
良
地
区
の
健（
検
）診
会

場
が
串
良
平
和
ア
リ
ー
ナ

に
な
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で「
串
良
公
民
館
別
館

大
ホ
ー
ル
」で
実
施
し
て
い
た
各

種
健（
検
）診
が
、
駐
車
場
や
受
診

ス
ペ
ー
ス
確
保
の
た
め
、「
串
良

平
和
ア
リ
ー
ナ
」に
変
更
に
な
り

ま
す
。

●
対
象
と
な
る
健（
検
）診

○
特
定
健
診（
胃
が
ん
検
診
・
腹

部
超
音
波
検
診
・
骨
粗
し
ょ
う

症
検
診
・
肺
が
ん
Ｘ
線
検
診
・

大
腸
が
ん
検
診
容
器
配
布
も

同
時
実
施
）

○
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

※
く
し
ら
ふ
れ
あ
い
バ
ス
も
運
行

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
健
康
増
進
課

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
１
１
０

【問い合わせ】　大隅肝属地区消防組合予防課　☎ 0994-41-7183

お済みですか? お済みですか? ～住宅用火災警報器は5月31日までに設置しましょう～～住宅用火災警報器は5月31日までに設置しましょう～

　平成 18 年６月 1日から各家庭において住宅用火災警報器の設置が義務付けられ、設置猶予期限が平成
23年５月 31 日までとなっています。６月１日からはすべての住宅に設置が必要になりますので、まだ設
置していない住宅は、早めの設置をお願いします。

●設置方法
　住宅用火災警報器は、天井中央付近につけま
す。壁から 60㎝以上離しましょう。

　全国で悪質な訪問販売が多発しています。
市役所や消防署が住宅用火災警報器を販売す
ることはありませんので、ご注意ください。

※取り付けを行っている販売店もありますので、
詳しくは販売店にお問い合わせください。

10

お
知
ら
せ

▲串良平和アリーナ

●購入方法
　住宅用火災警報器は、電器店、ホームセンター
などで販売しています。

※購入するときは、　　マーク（日本消防検定協
会の鑑定マーク）が付いているか確認しましょ
う。
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情報掲示板

公
民
館
な
ど
の
施
設
を
避
難
所
に

指
定
し
て
い
ま
す
。
避
難
所
の
場

所
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

避
難
経
路
や
家
族
と
の
連
絡
方
法

に
つ
い
て
も
日
ご
ろ
か
ら
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
市
総
務
課
消
防
防
災
室（
３
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
４

禁
煙
週
間

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
５
月
31
日

（
火
）の
世
界
禁
煙
デ
ー
か
ら
始
ま

る
１
週
間（
５
月
31
日
〜
６
月
６

日
）を「
禁
煙
週
間
」と
し
、
様
々

な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
で

も
そ
の
一
環
で
、
未
成
年
者
の
喫

煙
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

た
ば
こ
に
関
す
る
ぼ
く
た
ち
、
わ

た
し
た
ち
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

①
目
の
前
で
た
ば
こ
を（
Ｓ
）吸
わ

な
い
で

②
目
の
前
に
た
ば
こ
を（
Ｏ
）置
か

な
い
で　

③
た
ば
こ
を（
Ｓ
）吸
わ
せ
な
い
で

　

た
ば
こ
が
健
康
に
及
ぼ
す
影
響

や
喫
煙
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
健
康
増
進
課

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
１
１
０

第 　

回
水
道
週
間

　
「
蛇
口
か
ら　

あ
ふ
れ
る
ぼ
く

ら
の　

夢
・
未
来
」を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
６
月
１
日（
水
）〜
７
日

（
火
）は
水
道
週
間
で
す
。

　

市
で
は
、「
安
全
・
安
定
給
水
」

に
努
め
、
災
害
に
強
い
水
道
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
こ
の
機
会
に
、
毎
日
の
生
活
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
水
道
の

大
切
さ
を
見
直
し
て
い
た
だ
き
、

水
道
水
源
の「
水
質
保
全
」に
、
よ

り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
市
上
下
水
道
部
業
務
課

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

２
８
０
０

５
月
は
水
防
月
間

　

こ
れ
か
ら
梅
雨
や
台
風
な
ど

雨
量
の
多
く
な
る
時
期
を
迎
え
ま

す
。
大
雨
や
洪
水
な
ど
の
水
害
か

ら
身
を
守
る
に
は
、
一
人
ひ
と
り

が
水
防
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、

非
常
時
に
備
え
て
日
頃
か
ら
準
備

し
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
災
害
に
備
え
学
校
や

　法務局と鹿屋人権擁護委員協議会では、毎年「特設人権相談所」を開設しており、平成 23年度は、次のと
おり予定しています。家庭内の問題、財産、相続、多重債務、差別、いじめなどの問題でお困りの人は、お
気軽にご相談ください。相談は無料で秘密は固く守られます。

【問い合わせ】鹿児島地方法務局鹿屋支局　☎ 0994-43-6790

開  設  日 施  設  名

６月１ 日（水）

市中央公民館
コミュニティセンター吾平振興会館
串良ふれあいセンター
輝北総合福祉センター

７月 10 日（日） 市中央公民館
８月 11 日（木） コミュニティセンター吾平振興会館
８月 12 日（金） 串良ふれあいセンター
８月 17 日（水） 市中央公民館
９月９ 日（金） 輝北総合福祉センター
９月16 日（金） 星塚敬愛園
10 月 11 日（火） 市中央公民館
10 月 12 日（水） コミュニティセンター吾平振興会館
11 月 8 日（火） 市中央公民館

12 月５日（月）

コミュニティセンター吾平振興会館
串良ふれあいセンター
輝北総合福祉センター
市中央公民館

 １月 13 日（金） 星塚敬愛園

２月９ 日（木）
市成出張所
市中央公民館

３月 12 日（月） 市中央公民館

●日程　※開設時間＝ 10時～ 15時

委  員  名 住  所 電  話  番  号

西馬場　孝 寿７丁目 ☎ 0994-43-1829

箱田　牧子 田淵町 ☎ 0994-48-2679

畠野　勝昭 西原２丁目 ☎ 0994-43-5387

本村　ヤス子 串良町上小原 ☎ 0994-63-4922

福田　芳子 寿４丁目 ☎ 0994-43-2587

柿元　洋子 新生町 ☎ 0994-43-2018

杉本　五男 吾平町上名 ☎ 0994-58-7208

西薗　美恵子 古里町 ☎ 0994-46-5477

渡邉　正人 下高隈町 ☎ 0994-45-3222

鮫島　新一 串良町細山田 ☎ 0994-62-2820

重田　嘉康 輝北町市成 ☎ 099-485-1512

大塚　　守 串良町岡崎 ☎ 0994-63-0006

●人権擁護委員　　　　　 平成 23年 4月１日現在

　なお、法務局では、月曜日から金曜日まで祝日
を除く毎日、相談所を開設しています。
　詳しくは、お問い合わせください。

53

「特設人権相談所「特設人権相談所」」開設のお知らせ開設のお知らせ
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５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
人
道
・
博

愛
の
精
神
の
も
と
、
こ
の
度
の
東

日
本
大
震
災
を
始
め
と
す
る
国
内

外
の
災
害
救
護
活
動
、血
液
事
業
、

医
療
・
社
会
福
祉
事
業
、
生
命
と

健
康
を
守
る
救
急
法
な
ど
の
各
種

講
習
会
な
ど
幅
広
く
赤
十
字
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
赤
十
字
の

人
道
的
な
活
動
に
賛
同
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
資
金

協
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

日
本
赤
十
字
社
鹿
児
島
県
支
部

鹿
屋
市
地
区

　
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

44ｰ

２
２
７
７

消費税抜価格の鹿屋市地区別子牛のせり市結果（売却のみ）●４●月

市立図書館 ☎ 0994-43-9380
吾平振興会館図書室 ☎ 0994-58-6036
輝北コミュニティセンター図書室 ☎ 099-486-0505
串良公民館図書室 ☎ 0994-63-2623

市
立
図
書
館

三
人
姉
妹
殺
人
事
件

　
　
　
　
　
　

赤
川
次
郎
著

い
ね
む
り
先
生

　
　
　
　
　
　

伊
集
院
静
著

雨
の
降
る
日
は
考
え
る
日
に

し
よ
う　

　
　

柳
田
邦
男
著

わ
た
し
の
彼
氏

　
　
　
　

青
山
七
恵
著

日
本
語
教
室

　
　
　
　
　

井
上
ひ
さ
し
著

ス
パ
イ
ク
ス 

ラ
ン
ナ
ー

　
　
　
　

あ
さ
の
あ
つ
こ
著

ア
ル
フ
レ
ー
ト
の
時
計
台

 

斉
藤
洋
作

て
ん
せ
い
く
ん

八
束
澄
子
作

吾
平
振
興
会
館
図
書
室

40
歳
の
教
科
書

　
　

モ
ー
ニ
ン
グ
編
集
部
編

父
親
が
息
子
に
伝
え
る
17
の

大
切
な
こ
と

　
　
　
　
　
　

森
浩
美
著

や
り
く
り
上
手
な
賢
い
夫
婦
、

お
金
が
残
ら
な
い
残
念
な
夫
婦

　
　
　
　
　

中
桐
啓
貴
著

苦
役
列
車

　
　
　
　

西
村
賢
太
著

が
っ
こ
う
で
ト
イ
レ
に
い
け

る
か
な
？

　
　
　
　

村
上
八
千
世
作

み
ん
な
で
！
ど
う
ろ
こ
う
じ

　
　
　
　

竹
下
文
子
作

さ
あ
、
ひ
っ
ぱ
る
ぞ
！

　

ケ
イ
ト
・
マ
ク
マ
ラ
ン
作

輝
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　

セ
ン
タ
ー
図
書
室

夜
行
観
覧
車

　
　
　
　
　

湊
か
な
え
著

終
わ
ら
ざ
る
夏

　
　

浅
田
次
郎
著

不
等
辺
三
角
形

内
田
康
夫
著

続
野
菜
だ
け
？

ゆ
み
こ
著

「
本
を
読
む
子
」
は
必
ず
伸

び
る
！

　
　
　
　
　
　

樋
口
裕
一
著

ご
く
ら
く
ね
こ

　

内
田
麟
太
郎
作

せ
ん
ろ
は
つ
づ
く
ま
だ
つ
づ

く

　
　

竹
下
文
子
作

 新刊図書の案内串良公民館図書室からのおすすめ 
ibrary Information

図書館情報

　　　　　　「戦国武将」データファイル
デアゴスティーニ

　戦国時代の武将を毎月５～ 10人取り上
げ、あらゆるデータを紐解きながら人物
像に迫ります。現在 46号まで創刊。貸出
はできませんが、ぜひ、見に来てください。

どこでもできる健康ストレッチ
勝本 昌希 著　小学館
　ストレッチを始めて、健康な体を手に
入れよう！ストレッチが生活の一部にな
り、体が快調になっていくことを実感で
きます。

　　　夢うつつ　　　　　
あさの あつこ著　東京書籍

　「バッテリー」で数々の賞を受賞した著
者が初めて試みたエッセイと小説による
短編集。平凡な日常の出来事が紡ぎだす、
ファンタジックで不思議な６つの物語。

ぶたのたね
佐々木 マキ作　絵本館
　おもしろいから次も読みたい、ユーモ
ア絵本！走るのがとってもおそいおおか
み。ぶたよりおそいなんて。早く走れる
くすり、きっとあるはずなのだが・・
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映
画
「
Ｓ
Ｐ
革
命
編
」

情報掲示板

● 

上
映
期
間
＝
５
月
21
日（
土
）

〜
６
月
３
日（
金
）

●
上
映
時
間（
１
２
８
分
）

　

①
10
時
〜　

②
13
時
〜

　

③
16
時
〜　

④
19
時
〜

●
鑑
賞
料

　

一
般　
　
　

＝
１
，
８
０
０
円

　

高
・
大
学
生
＝
１
，
５
０
０
円 

　

中
学
生
以
下
＝
１
，
０
０
０
円

　

60
歳
以
上　

＝
１
，
０
０
０
円

※ 

上
映
期
間
・
時
間
、
鑑
賞
料
は

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
】 

　

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

　

☎
０
９
９
４ｰ
35ｰ

１
０
０
１

■テレホンガイドかのや
　☎０９９４-４２- ４０００
　（平日）イベント等を案内
　（休日）休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内
■大隅肝属地区消防組合テレホンサービス
　☎０９９４-４３- ０１１９
　（平日）午後 5時から夜間救急当番医を案内
　　　　  ※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　（休日）休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

５月・６月の歯科休日急患在宅医

５月・６月の休日救急当番医

※休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は、変更になることがあ
　ります。各医療機関にご確認のうえ、受診してください。

◇鹿屋市医師会　　診療時間　午前８時 30 分～午後６時

◇肝属東部医師会　　　    診療時間　午前９時～午後５時
月　日 医療機関 住　所 電話(0994）

5 月 15 日
入佐内科 吾平町麓 58-7006
児玉医院 東串良町川東 63-8522

22 日
高山胃腸科・外科 肝付町前田 65-7171
岩重医院 東串良町川東 63-8514

   29 日
春陽会中央病院 肝付町新富 65-1170
花田整形外科リウマチ科医院 串良町有里 63-1379

6 月   5 日
山内クリニック 肝付町前田 65-8181
黎明脳神経外科医院 串良町上小原 63-7878

12 日
ルミコ医療ステーション 肝付町前田 65-0921
新中須医院 東串良町池之原 63-2010

19 日
吉川医院 肝付町前田 65-2022
宮地胃腸科外科 串良町岡崎 63-5040

◇鹿屋市歯科医師会　　　　   診療時間  午前９時～午後３時
月　日 医療機関 住　所 電話（0994）
5 月 15 日 さかもと歯科クリニック 寿 8丁目 44-2003

22 日 重久歯科医院 向江町 42-4470
29 日 島田歯科 打馬 2丁目 44-0180

6 月   5 日 とおや治歯科クリニック 寿 1丁目 40-1811
12 日 すみの歯科医院 寿 3丁目 42-2959
19 日 高須歯科医院 高須 47-2525

…内科　　…小児科　 …外科小

…内科　　 …小児科　　 …外科

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

5 月 15 日
 吉重内科消化器科 西大手町 41-3100

　 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 かのや東病院 笠之原町 42-3111

22 日
 森田胃腸科内科医院 郷之原町 40-2822

　 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 徳田脳神経外科病院 打馬 1丁目 44-1119

29 日
 中塩医院 西原 1丁目 43-2489

　 えとう小児科 札元 2丁目 40-3700
 小林クリニック 上谷町 41-0700

6 月   5 日
 末次内科循環器科 新生町 43-2331

　 やのファミリークリニック 寿 4丁目 43-6248
 たんぽぽクリニック 川西町 42-6778

12 日
 みやぞのクリニック 田崎町 40-4600

　 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 大隅鹿屋病院 新川町 40-1111

19 日
 浜崎クリニック 向江町 43-3305

　 まつだこどもクリニック 西原 2丁目 52-0507
 はるしま整形外科クリニック 旭原町 41-2211

小

小

小

小

小

小

リ
ナ
シ
ア
タ
ー

映
画
情
報

【問い合わせ】   鹿屋子ども劇場　☎ 0994-40-4670
　　　　  受付：月・火・木曜日　10:00 ～ 15:00

●入場料　４歳以上　600 円（当日は 100 円増）　
 　 ３歳以下　無料
●会場及び開演日時
　①光華保育園　　　 　 5/20（金）　19:00 ～ 20:00　
　②笠野原小学校体育館 　5/21（土）　10:30 ～ 11:30
　③大姶良小学校多目的ホール
  　　　 　5/21（土）　19:00 ～ 20:00
　④西原地区学習センター
　 　　　　　　　 　5/22（日）　10:30 ～ 11:30
　⑤リナシティかのや情報研修室
　 　　　　　　　 　5/22（日）　19:00 ～ 20:00
　⑥串良公民館細山田分館
　 　　　　　　　 　5/24（火）　10:00 ～ 11:00

　すべては、革命で
明かされる。
　「ＳＰ」シリーズ、
ついに運命の最終
章。
　さらなる進化を遂
げた衝撃のスケール
＆アクションシーン
がファイナルエピ
ソードを彩る！
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学科会場：西原地区学習センター
実技会場：古江港（鹿屋市）

実
技

学
科

1級1級  へステップアップ（旧4級、2級小型免許を持っている方）

〒893-0064 鹿児島県鹿屋市西原 2-11-11
TEL.0994-43-2853  FAX.0994-43-5987

詳しくはお電話下さい詳しくはお電話下さい
TEL.43-2853TEL.43-2853

詳しくはお電話下さい
TEL.43-2853

水上バイク
（特殊小型）免許

試験免除
74,000円

㊎・㊏は夕方 6:00～
㊐は昼 1:00～ 開始
㊏は夕方 6:00～
㊐は朝 9:00～ 開始

6/17㊎・18㊏・19㊐

㊎・㊏は夕方 6:00～
㊐は昼 1:00～ 開始

6/17㊎・18㊏・19㊐

6/25㊏・26㊐

半日受講6/18㊏か19㊐実技1級 2級コ
ー
ス

コ
ー
ス

マリンスクール鹿屋海技代表　重信 良広

2 0 t 未 満  
距離無制限進級

コース 43,000円
学
科

の日中2時間
6/18㊏・19㊐
6/19㊐

ボート免許取得！！ボート免許取得！！

㊏夕6:00～
㊐昼1:00～

6/25㊏・26㊐

国家試験は免除されます！
いよいよシーズン到来！！免許を取ろう！
国家試験は免除されます！
いよいよシーズン到来！！免許を取ろう！

コ
ー
ス147,000円
20t未満
距離 無制限学

科5 日 間
1級

20t未満
距離 ５海里学

科124,000円
コ
ー
ス

3 日 間
2級

◎又は学科引き
続き／月～夜講
習も可能

※3日間で取得！！

㊏夕方6:00～ ㊐朝9:00～
※実技はありません。

船舶免許更新講習 朝10：00～ 会場：西原地区学習センター6/12㊐ ＊当日受付あり
＊写真撮ります8,900円 失効

17,500円

2名様で免許取得される場合、5％割引あります!!　※２級は￥117，800になります。2名様で免許取得される場合、5％割引あります!!　※２級は￥117，800になります。2名様で免許取得される場合、5％割引あります!!　※２級は￥117，800になります。2名様で免許取得される場合、5％割引あります!!　※２級は￥117，800になります。

　このコーナーは、各事業所の広告を掲
載し、地域活性化と市民の皆さんへの
情報提供を目的としたものです。
　また、市の自主財源確保の一環として
行われるものです。

【広告の申し込み・問い合わせ先】
㈱新生社印刷  ☎ 0994-43-2238

広告のひろば

旨
い
焼
酎
と

旨
い
肴
が
あ
れ
ば
よ
い
。

鹿
児
島
の
農
業
地
帯

大
隅
半
島
の
地
焼
酎

さ
つ
ま
大
海飲酒は 20 歳になってから。飲酒運転は法律で禁止されています。

鹿児島県鹿屋市白崎町 21番 1号
TEL（0994）44-2190　FAX（0994）40-0950

料理提供

鹿屋市串良町岡崎 3411
☎ 0994-63-9750

美味処  鈴家

回　収
します。事業所ゴミ・粗大ゴミ

AM 9：00～PM 5：00（日曜日のみ休み）
下祓川町 3568－1　 ☎0994－41－1717

　
　



今月の表紙

岩重　ミネさん   （100歳） 
輝北町市成

長生きの秘訣は、「昔から野菜中心
の食事で、今現在施設に入所して
いますが毎日三度三度の食事をか
かさず、食べていること」だそう
です。

鹿屋市ホームページ
http://www.e-kanoya.net/

吾平総合支所 吾平町麓 3317 番地 ☎ 0994-58-7111
輝北総合支所 輝北町上百引 3914 番地ロ ☎ 099-486-1111
串良総合支所 串良町岡崎 2081 番地 ☎ 0994-63-3111

平成 23 年 5月 13 日発行　No.129
発行／鹿屋市役所　編集／ 総務部秘書広報課
　　　〒 893-8501 鹿屋市共栄町 20 番 1号
　　　　　　　　   ☎ 0994-43-2111

探
屋
鹿

訪

一い
っ

石せ
き

五ご

輪り
ん

塔と
う

人口と世帯数
平成 23 年４月１日現在

対前月比
総　数 104,134 人　（－1,093）
男 49,162 人　（－    644）
女 54,972 人　（－   449）
世帯数 44,192 世帯（－   256）

面　積　448.33㎢

ココ

楢
久
保
公
民
館

至  

輝
北
総
合
支
所

至　輝北町市成

諏訪多目的活性化センター
諏訪両神社

ファミリーマート

504

　４月５日、輝北地区の百引、
平南、市成、高尾、岳野小学
校を統合して百引小学校跡地
に輝北小学校が、また、百引、
市成中学校の２校を統合して
市成中学校跡地に輝北中学校
が誕生し、それぞれ開校式が
行われました。
　児童生徒たちは、開校式で、
それぞれの伝統を引き継ぎ、
新たなる歴史を築いていきた
いと力強く話してくれました。
　写真は、桜が咲き誇る中で
新たな門出を迎えた輝北中学
校。　　（関連記事 P2 － P5）

野
平　

菱り

仁ひ
と

く
ん
（
１
歳
）

 　
　

寿
４
丁
目

元
気
で
優
し
い
お
兄
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
ね
。

（
パ
パ
・
マ
マ
よ
り
）

　

鎌
倉
時
代
前
期
の
図ず

師し

豊ぶ
ぜ
ん
の
か
み

前
守
祐す
け

貞さ
だ

の
逆ぎ
ゃ
く修し
ゅ

供く

養よ
う

塔と
う

と
さ
れ
て
い
て
、
輝
北
町
内
で
最
も
古
い

一
石
五
輪
塔
で
す
。

　

こ
の
地
で
戦
が
あ
っ
た
際
、
百
引
城
主
図
師
祐

貞
が
部
下
を
引
き
つ
れ
、
こ
こ
に
陣
地
を
築
き
戦

勝
祈
願
と
し
て
建
立
し
た
も
の
で
す
。
塔
の
高
さ

は
75
㎝
、
軽
石
製
で
１
つ
の
石
で
作
ら
れ
て
お
り
、

鹿
屋
市
内
で
も
大
変
珍
し
い
も
の
で
、
昭
和
56
年

12
月
16
日
に
輝
北
町
で
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い

ま
す
。

逆
修
供
養
塔
…
戦
な
ど
の
前
に
、
自
身
の
戦
勝
祈

願
や
死
後
の
冥
福
を
祈
っ
て
建
て
ら
れ
る
供
養
塔

の
こ
と
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
生
涯
学
習
課
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４

－

31

－

１
１
６
７

輝北町
　上百引

No.65

森山　陽
はる

仁
ひと

くん（1歳） 　寿 4丁目
いっぱい食べて、いっぱい遊ぼうね。
（パパ・ママより）

広報　

瀬戸口　心
こ

花
はな

ちゃん（1歳） 
西原 2丁目

ダンスと動物が大好きな心花ちゃ
ん。元気で素直な子に成長してくだ
さい。（パパ・ママより）

　「みんな元気」は、子どもはもち
ろん、高齢者やグループ、同好会な
どの皆さんを掲載するコーナーです。
　皆さんの元気いっぱいの写真を広
報紙に掲載してみませんか。詳しく
は、秘書広報課（☎ 0994-31-1123）
までご連絡ください！

みんなみんな元気 !元気 !みんな元気 !

鹿屋市ラジオ広報番組
「かのや市政インフォメーション」
　市では、イベント情報、市の
施策等を紹介するラジオ広報番
組を放送しています。

 ●放 送 局＝ＦＭかのや
 　　　　　   （77.2ＭＨｚ）
 ●放送時間＝概ね８時５分～
 　　　　　　概ね16時５分～
 ●放 送 日＝毎週月曜日から
 　　　　　　金曜日（祝日を除く）

　大雨や台風襲来時にFMかの
やの放送を通して、防災情報を
市民の皆さんにお伝えしていま
すので、お聴きください。


